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研究成果の概要（和文）：全国医療系大学でシミュレーション教育を担当している管理者や専門教員が抱える間
題点の抽出を試み、専門職としての連携を模索した。シミュレーション教育研修を担当している全国の教職員に
呼びかけ、セミナーとワークショップを2回企画した。シミュレーション教育者に必要なコンピテンシーと研修
ニーズを討論し、シミュレーション教育が抱える複雑な問題点が明らかとなった。さらに、わが国に最良のシミ
ュレーション教育施設と個人認証の制度化について討論した。シミュレーション教育に要する経済的負担、人員
が十分配置されない等の問題が広く存在した。今後の教育実践や客観的臨床能力評価の展開を考える上で取り上
げられるべきと考える。

研究成果の概要（英文）： Since recent changes in medical care security policy have made clinical 
training difficult even in teaching hospitals, trainings utilizing suitable models and simulators 
are becoming essential to acquire clinical skills for medical students. In 2018 &2019, we have held 
seminars and workshops for medical teachers engaging in simulation-based education in Japan. Through
 these events, we have observed significant needs for the learning opportunities to reinforce the 
skills such as organizing a faculty development, providing facilitation or feedback, and analyzing 
educational outcomes. We need to promote discussion how we qualify teachers/individuals for 
simulation in view of the circumstances in medical schools in Japan. A sustained effort building an 
alliance among medical teachers engaging in simulation-based education is essential to reform 
nationwide medical education. 

研究分野：医学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の実施により、我が国の医療系大学の臨床技能教育において重要な役割を果たしているシミュレーション
教育担当教員が置かれた現状が明らかになった。増大するシミュレーション教育研修の充実には、施設、人員、
予算などの安定的な確保を担保するための医育機関の仕組みや専門職認証制度の確立が重要であることも判明し
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１ 研究開始当初の背景 

アウトカム基盤型医学教育の世界的な流れを受けて、医学生や研修医には、単なる知識の獲得では

なく、目前の問題点を適切に把握し、緊急性の判断や多様な職能からなる医療チームでのリーダーとし

ての能力が求められている。患者に接して診療現場で学ぶ OJT（on the job training）は、活きた知識、

その場で求められるスキル、プロフェッショナルとしての姿勢の獲得にとって、これに勝るものはない。し

かし、必要な時に臨床実習の現場に指導医が傍らにいるという状況を整えることの難易度は高い。 

 この問題をシミュレーション教育の導入によって解決しようとする国レベルの動きは、シミュレーション

教育設備の予算措置など、比較的早期からあり、平成25年に私達が実施した調査でも、95%の大学が、

臨床シミュレーション教育施設を保有していた。しかし、シミュレーション医学教育の実践状況には、大

学間で大きな格差が生じている。シミュレータには数百万から一千万円超と高額なものも多く、教育資

源の効果的な活用という観点からも看過できない状況にある。 

 

２ 研究の目的 

シミュレーション医学教育の特性を理解したインストラクターや管理者の配置がシミュレーション教育

施設の有効活用に繋がっているというこれまでの研究結果を踏まえて、全国のシミュレーション教育担

当者の研修状況とニーズを調査する。さらに、シミュレーション教育の推進・阻害要因に関する調査を実

施する。 

 

３ 研究の方法 

（１）シミュレーション教育担当者の自己研修状況と研修ニーズに関する検討 

本邦の各大学で、シミュレーション臨床教育を担当している教職員がシミュレーション教育について

の研修を受けているか、また、要求される能力を備えているか調査した。シミュレータ活用・模擬患者参

加型授業では、学習者のレベルに応じた実習指導に加えてフィードバックやデブリーフィングのスキル、

学習者の心理を把握しながら臨床意思決定（clinical decision making）の背景にある根拠を聞き出すコミ

ュニケーションスキルが要求される。これらのインストラクターとしての役割についての研修状況（faculty 

or staff development）等を調査した。教員の研修状況を踏まえて、各大学のシミュレーション教育担当者

が求めている支援ニーズを聴取し、その内容を取りまとめた。 

（２）シミュレーション教育の推進および阻害要因に関する検討 

改定された医学教育モデルコアカリキュラムでは、医学生が OJT で経験困難な臨床手技についてシ

ミュレーション教育で実践することを勧奨している。スキルスラボ運営や授業活用について、各大学での

推進および阻害要因を検討した。 

（３）シミュレーション教育に関する支援ネットワークの構築 

 支援ニーズと問題点に関する調査を踏まえて、有機的なシミュレーション教育支援ネットワークの構築

を試みた。 

 

 



 

４ 研究成果 

上述の３つの目的を達成するために、シミュレーション教育研修を担当している全国の教職員に呼び

かけ、研究期間中セミナーとワークショップを 2 回企画した。 

 

（１）シミュレーション教育担当者の自己研修状況と研修ニーズに関する検討 

2018 年に第１回の企画を催し、全国の医療系大学のシミュレーション教育を担当している 43 名が参

加した。シミュレーション教育の効果的な導入法、シミュレーション教育者に必要なコンピテンシーと研

修ニーズについて検討した。参加者は自らのシミュレーション教育実践をお互いに紹介し合い、自己の

コンピテンシーの現状からどのような研修が必要かを討論した。経験年数、医療専門職が異なる担当教

員同士が、シミュレーション教育が抱える複雑な問題について話し合うことで、多様な課題やニーズが

存在することが明らかとなった。参加者の多くが“十分できる”ないし“ある程度実施できる”と回答したコ

ンピテンシーは、「適切な学習環境を整えることができる」、「シミュレータの特性を理解し扱うことができ

る」、「小グループ学習でのファシリテーションスキルを備えている」の順であった。一方、参加者の多く

が、“あまりできない”、“全くできない”と回答したコンピテンシーは、「フィードバックやデブリーフィングを

的確に行うことができる」、「学習目標に合わせたシミュレーション教育を開発できる」、「ビデオ録画され

たビデオセッションを分析できる」の順であった。 



 

参加者の 1/3 超が「ビデオ録画されたビデオセッションの分析」や「シミュレーション教育に関する FD

の企画」を経験していないことが明らかになった。 

 

（２）シミュレーション教育の推進および阻害要因に関する検討 

各大学でのシミュレーション教育の阻害要因に関しては、上図のような問題点が指摘された。これら

の多くは、担当教員単独では解決できないものが多く、教育組織全体でシミュレーション教育の理念や

実務に関する理解や認識が深められることが必要と考えられる。 



（３）シミュレーション教育に関する支援ネットワークの開発 

 シミュレーション医療教育に関わる教員の多様な研修ニーズを満たすため、有機的なシミュレーション

教育担当者のネットワークを構築し、有機的に質疑応答する場を設けることを検討した。しかしながら、

インターネット上のメーリングリストには限界があり、シミュレーション教育研修に関わる資格認証制度を

設け、必要とされるコンピテンシーを周知することが実際的と考えられた。 

 このコンセプトに従って、2019 年に、第 2 回のセミナーとワークショップを開催した。海外のシミュレー

ション教育の情報を共有し、ワークショップで、わが国のシミュレーション教育の推進および阻害要因、

シミュレーション教育に関する支援ネットワークと個人認証の制度化について討論した。シミュレーション

教育担当者の資格認証のメリットと留意すべき点、資格認証の方法について、多角的な意見が出され

た。 

 

本研究により我が国の医療系大学の臨床技能教育において重要な役割を果たしているシミュレーシ

ョン教育担当教員が置かれた現状が明らかになった。増大するシミュレーション教育研修の充実には、

施設、人員、予算などの安定的な確保を担保するための医育機関の仕組みや専門職認証制度の確立

が重要であることも判明した。 
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